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城あとに夢を築くまち たまき 2002-7

Tamaki Topics

な
ぜ
、
市
町
村
合
併
な
の
か

な
ぜ
、
市
町
村
合
併
な
の
か

21
世
紀
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

今
が
絶
好
の
機
会

今年になって、市町村合併問題の動きが活発化してきました。
これまで『広報たまき』で、少子高齢化、国・地方が厳しい行財政にあることを
お伝えしてきましたが（平成13年2月号・11月号、平成14年2月号など）、
ここでもう一度“なぜ、市町村合併なのか”を、
その必要性に焦点をあて紹介してみたいと思います。

桑名市・多度町・長島町、
木曽岬町・東員町合併協議会
（桑名市、多度町、長島町、木曽

岬町、東員町）員弁地区町合併協議会
（北勢町、員弁町、大安町、藤原町）

伊賀地区市町村合併問題協議会
（上野市、伊賀町、島ヶ原村、阿山町、

大山田村、青山町）

松阪地区市町村合
併協議会
（松阪市、嬉野町、

三雲町、飯南町、

飯高町）

津・久居・安芸郡・一志郡
市町村合併問題協議会
（津市、久居市、河芸町、

芸濃町、美里村、安濃町、

香良洲町、一志町、白山町、

嬉野町、美杉村）

志摩地域合併問題協議会
（阿児町、大王町、浜島町、志摩町）

三重県下の動き

合併重点支援地域

法定合併協議会を設置している地域

任意合併協議会を設置している地域

市町村長等で構成する研究会を設置している地区

市
町
村
合
併
の
背
景
事
情
と
そ

の
必
要
性
を
整
理
す
る
と
お
お
む

ね
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
ま
す
。

住
民
の
声
が
最
も
反
映
し
や
す

い
体
制
に
あ
る
市
町
村
は
、
総
合

行
政
体
の
理
想
像
と
言
え
ま
す
。

そ
の
理
想
の
実
現
の
た
め
に
は
、

市
町
村
の
自
治
能
力
の
向
上
が
不

可
欠
で
す
。
し
か
し
、
現
状
で
は

小
さ
な
ま
ち
が
独
自
に
行
政
を
す

る
能
力
は
十
分
で
あ
る
と
は
い
え

ず
、
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
厚
み

を
増
し
、
さ
ら
に
満
足
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど

で
、
今
後
予
想
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
も
市
町
村
が
自
ら
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
し
い
自
治

体
制
の
確
率
の
た
め
に
は
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
能
力
の
向
上
（
地
方
分

権
に
よ
り
地
方
の
自
立
）

特集
平成14年5月20日現在
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活
に
は
何
不
自
由
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
部
分
で
格
段
の
整
備
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
が
学
校
、

仕
事
、
買
い
物
な
ど
で
出
か
け
る

範
囲
と
な
る
生
活
圏
は
大
き
く
広

が
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

範
囲
は
そ
の
納
税
さ
れ
る
市
町
村

の
枠
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
規
模
の
拡
大
は
こ
こ
に

も
あ
り
ま
す
。

住
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
全
体
の
シ

ス
テ
ム
変
化
な
ど
、
時
代
の
要
請

に
対
処
で
き
る
有
効
な
方
法
の
ひ

と
つ
が
市
町
村
合
併
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
２
０
０
５
年
頃
日
本
全
体
の

人
口
は
ピ
ー
ク
を
す
ぎ
、
減
少
に

転
じ
る
こ

と
が
懸
念

さ
れ
て
い

ま
す
。
こ

れ
は
将
来

的
に
「
税

金
を
負
担

す
る
人（
生

産
年
齢
層
）

が
減
少
し
、

逆
に
税
金

を
使
う
人

（
老
齢
者
な

ど
）
が
増

え
る
」
こ

と
を
意
味

し
、
市
町

村
の
行
財

「
合
併
す
る
と
市
町
村
の
面
積
ば

か
り
が
広
く
な
り
、
地
域
の
声
が

届
か
な
く
な
る
」
と
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
昨
今
、
Ｉ
Ｔ
革
命

（
情
報
通
信
技
術
の
革
命
）
が
め
ま

ぐ
る
し
く
進
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。

玉
城
町
で
も
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
や
公
共
施
設

間
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
技
術
が
事
務
処
理
の

効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
宅
に

い
な
が
ら
電
子
申
請
や
書
類
の
交

付
が
可
能
と
な
る
時
代
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
逆

に
で
き
な
い
こ
と
を
こ
の
技
術
を

活
か
し
可
能
に
し
て
い
く
の
が
市

町
村
合
併
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

万人 

人
口 

老
年
人
口
比
率 

％ 

将来推計人口（全国） 
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12329

1489.5
1827.7 2187.0 2500.6 2812.6 3183.3

3333.5
3311.6

8590.4

2243.6

12.1

14.6
17.2

18.6
22.0

25.2 26.9 27.4

2003.4 1860.2 1823.5 1831.0 1793.9 1699.3 1582.1

8726.0 8641.9
8444.3

8118.7

7662.2
7380.5

7197.6

12557 12689
12768 12762 12644

12413
12091

出典 
「都道府県の将来推計人口」平成9年5月　国立社会保障・人口問題研究所 

但し、1990年については、「平成2年国勢調査最終報告書　日本の人口」 

（総務庁統計局）によります。 

0-14歳　　　　15-64歳　　　　65歳以上　　　　老年人口比率 

社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
へ
の
対

応
（
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
）

情
報
通
信
技
術
の
成
果
と
活
用

政
基
盤
を
強
化
す
る
上
に
お
い
て

も
、
市
町
村
合
併
は
、
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
策
の
ひ
と
つ
の
大
き

な
柱
と
な
り
ま
す
。（
参
照
「
将
来

推
計
人
口
」）

昭
和
30
年
に
今
の
玉
城
町
が
で

き
て
か
ら
47
年
が
経
ち
ま
す
。

そ
の
当
時
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

で
電
話
、
テ
レ
ビ
、
車
も
な
く
、

隣
の
ま
ち
ま
で
の
道
も
改
良
、
舗

装
さ
れ
ず
、
時
間
的
距
離
、
空
間

的
距
離
の
感
覚
は
今
と
は
随
分
異

な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
電
話
、
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
車
な
ど
、
生

生
活
圏
の
拡
大
と
構
造
改
革
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国
と
地
方
の
借
金
は
、
平
成
14

年
度
、
約
６
９
３
兆
円
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
国
が
地
方
に

十
分
な
財
政
支
援
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
一
般
的
に
人
口
規
模
の
小

さ
な
市
町
村
で
は
今
後
の
財
政
運

営
が
厳
し
く
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
市
町
村
合
併
は
、
人
口

規
模
の
拡
大
に
よ
り
一
人
あ
た
り

の
行
政
支
出
（
行
政
コ
ス
ト
）
を

抑
制
で
き
る
施
策
で
あ
る
と
と
も

に
、
合
併
に
よ
る
国
か
ら
の
支
援

策
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
ひ

と
つ
の
打
開
策
と
な
り
ま
す
。（
参

照
「
近
隣
市
町
村
財
政
状
況
」）

現
在
の
市
町
村
合
併
問
題
は
、

財
政
上
の
優
遇
を
中
心
と
す
る
特

例
措
置
に
よ
る
施
策
の
期
限
が
平

成
17
年
３
月
ま
で
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら

脱
却
す
る
た
め
に
は
時
間
が
あ

り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
変
難
し

い
話
を
並
べ
ま
し
た
が
、
結
局

“21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
が
一
番
大
事

な
こ
と
で
す
。
単
に
市
町
村
の

枠
を
取
り
払
う
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
旧
市
町
村
が
持
っ
て

い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
材
、

文
化
、
産
業
な
ど
の
資
源
を
連

携
・
活
用
し
な
が
ら
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
絶
好
の
機

会
と
い
え
る
の
が
今
回
の
市
町

村
合
併
な
の
で
す
。

新
し
い
発
想
に
立
っ
た
ま
ち

づ
く
り
、
広
域
的
な
視
点
に
立

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
今
ま

で
と
は
異
な
る
質
の
高
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

21
世
紀
に
望
ま
れ
る
も
の
で
す
。

今
後
の
50
年
、
１
０
０
年
、
自

分
た
ち
の
子
や
孫
の
た
め
に
い

か
に
夢
の
あ
る
ま
ち
を
残
し
て

い
け
る
か
、
市
町
村
合
併
が
そ

の
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
解
決
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ

れ
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
な
の
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
脱
却

時
限
的
な
問
題

（百万円）  （百万円）  （百万円）   （百万円）   （百万円）   （百万円）                     (%)        (%)      (km )           (人）　　　　（円）　　 
2

伊勢市 

玉城町 

小俣町 

二見町 

御薗村 

度会町 

明和町 

多気町 

34,419 

4,856 

5,680 

3,854 

2,811 

3,984 

8,004 

4,620

11,447 

1,686 

1,734 

837 

1,209 

617 

1,788 

1,505

7,841 

1,349 

1,666 

1,257 

743 

2,052 

2,672 

1,855

32,567 

4,609 

5,366 

3,687 

2,634 

3,700 

7,314 

4,461

9,348 

849 

2,523 

2,189 

996 

2,477 

1,566 

2,162

33,42 

4,497 

5,420 

3,015 

1,633 

2,893 

6,415 

4,221

0.608 

0.569 

0.528 

0.411 

0.624 

0.250 

0.428 

0.410 

 

84.4 

74.5 

76.9 

70.7 

69.9 

68.6 

73.6 

66.8

13.6 

10.8 

16.1 

10.5 

7.5 

10.2 

11.7 

15.8

178.97 

40.95 

11.56 

11.94 

6.05 

134.97 

40.83 

49.59

101,000 

14,536 

18,220 

9,239 

8,797 

9,443 

22,862 

10,402

198,239 

218,010 

205,488 

239,312 

235,762 

287,409 

209,562 

280,775

一人当たり 
行政経費 

歳入計 地方税 地方 
交付税 

歳出計 積立金 
現在高 

地方債 
現在高 

（10～12） 
財政力 
指数 

経常収 
支比率 

公債費 
比率 

面積 人口 平
成
12
年
度

近
隣
市
町
村
財
政
状
況

町の財政状況を知るひとつの目安として

「財政力指数」というものがあります。こ

れは町の人口や面積に応じて標準的にか

かるお金に対して自主的な収入（町税や

手数料など）がどの程度あるかを示すも

のです。たとえば、数値が「１」であれ

ば、100％自分たちのお金で町の運営が

でき、数値が「0.5」であれば50％しか自

分たちのお金で町の運営ができないという

ことになります。

町の財政状況をチェックする数値のひとつとし

て「経常収支比率」というものがあります。こ

れは、人件費や施設の維持管理費など毎年決ま

って出ていくお金（経常的な費用）を町税など

の毎年 決まって入ってくるお金（経常的な収

入）で割った数値のことをいいます。経常収支

比率が80％であれば、自由に使えるお金が

20％となります。経常収支比率が低ければ低

いほど、様々な仕事を行うことができるという

ことになります。

これは、経常一般財源（一般財源

のうち毎年決まって入ってくるお

金）に占める公債費（地方債の元

金の償還及び利子の支払いに要す

る費用）の一般財源所要額の比率

をみようとするものです。そして、

この公債費比率の過去３年間の平

均が20％以上になってくると地方

債が発行できなくなります。

特
集 なぜ、市町村合併なのか

財政力指数 経常収支比率 公債費比率
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私たちの暮らしは 
どう変わる？ 
私たちの暮らしは 
どう変わる？ 

市町村が合併し、新しいまちをつくることによって、私たちの今の暮ら

しを守り、さらに向上させることができます。 

最近、合併した市町村の事例で合併後のまちの様子を紹介します。 

生活が便利になりました！ 生活が便利になりました！ 
西東京市（平成13年１月21日　保谷市と田無市が合併） 

40分かけて保谷第二小学校（旧保谷市）に通っていた子どもが、
徒歩15分の上向台小学校（旧田無市）に通えるようになりました。
本当によかった。（平成13年1月20日付　毎日新聞） 

新潟市（平成13年1月1日　新潟市と黒埼町が合併） 

旧黒埼町内の保育園はどこも満員でしたが、空きのある新
潟市の保育園に子どもを預かってもらえるようになりました。
これで安心して共働きができます。（平成13年2月2日付
　読売新聞） 
 

行政サービスが 
向上しました！ 
行政サービスが 
向上しました！ 新潟市 

娯楽室や温泉を備えた老人福祉センター「黒埼荘」
は、合併時に新潟市の基準に合わせ、無料で利用で
きる年齢を65歳から60歳に引き下げました。月間
利用者が5,200人から9,000人に急増しました。  
  
家をバリアフリー化するための増改築に、助成金や
低利融資が受けられるようになりました。ホームヘ
ルパーの派遣時間も午後10時まで2時間延長され
ました。 

重点的な施設整備が進みました！ 重点的な施設整備が進みました！ 

篠山市（平成11年4月1日　篠山町、西紀町、丹南町、今田町が合併） 

合併前に急務となっていた斎場（総額21億円）や清掃センター（総額
71億円）の全面改築事業に着手することができました。 

行政運営が 
効率化できました！ 
行政運営が 
効率化できました！ 

地域の総合力や 
イメージがアップしました！ 
地域の総合力や 
イメージがアップしました！ 

篠山市 

旧市町村議員57人から市議26人になり、

年間1億円の歳費削減効果がありました。 

北上市（平成3年4月1日　北上市、和賀町、江釣子村が合併） 

合併後、人口が10％以上増加し、先端産業が多数進出しました。 

合併に際しては、いろいろな課題が出てきますが、

問題点をしっかり見据え、合併前によく話し合って

よい解決策を見つけることが大切です。 

役場が遠くなって 
不便になりませんか？ 
役場が遠くなって 
不便になりませんか？ 篠山市 

旧篠山町役場を本庁とし、それ以外の旧３町の役場と支
所をすべて支所として活用することにしました。 

中心部だけがよくなって 
周辺部はさびれませんか？ 
中心部だけがよくなって 
周辺部はさびれませんか？ 
熊本市（平成3年2月1日　熊本市、北
部町、河内町、飽田町、天明町が合併） 

住民の声が 
届きにくくなりませんか？ 
住民の声が 
届きにくくなりませんか？ 篠山市 

各小学校区から5人ずつ市民を選出し、篠山市100人委員
会を設置することで、地区からの声が届きやすくなりました。 

西東京市 

合併後10年間で人件費を中心に約190億円の
経費削減が可能と試算されています。 

合併前の旧４町の投資額に対し、年平均1.8～3
倍の事業費が投入されました。合併後10年目に
住民アンケートを実施したところ、「合併して良
かった」が50％、「悪くなった」が15％でした。 

でも、合併して困ることは 
ないのでしょうか？ 
でも、合併して困ることは 
ないのでしょうか？ 
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市
町
村
合
併
に
は
こ
の
よ
う
な
【
メ
リ
ッ
ト
】
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

利
便
性
の
向
上

こ
れ
ま
で
、
こ
の
地
域
に
い
な
が
ら
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
ま
た
よ
り
便
利
に
な
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
利
用
可
能
な
窓
口
の
増
加
に
よ
り
、
住
民
票
の
発
行
な
ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス

が
、
住
居
や
勤
務
地
の
近
く
な
ど
多
く
の
場
所
で
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
旧
市
区
町
村
界
を
越
え
生
活
実
態
に
即
し
た
小
中
学
校
区
が
設
定
で
き
ま
す
。

③
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
他
の
市
町
村
の
公
共
施
設
が
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
、
多
様
化

こ
れ
ま
で
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
る

こ
と
を
指
し
ま
す
。

①
小
さ
な
ま
ち
で
は
設
置
困
難
な
女
性
施
策
、
都
市
計
画
、
国
際
化
、
情
報

化
な
ど
の
専
任
組
織
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
多
様
な
個
性
あ
る
施
策
が
展

開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
一
般
的
に
合
併
し
た
直
後
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
は

高
い
水
準
に
、
負
担
は
低
い
水
準
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備
が
加
速

大
き
な
投
資
が
必
要
な
整
備
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。

①
重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な
り
、
地
域
の
中
核
と
な
る
グ
レ
ー
ド
の
高
い

懸
念
事
項
【
デ
メ
リ
ッ
ト
】
に
は
、
次
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
り
ま
す
。

役
場
が
遠
く
な
っ
て
不
便
に
な
る
の
で
は

①
合
併
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
役
所
は
新
し
い
ま
ち
の
支
所
や
出
張
所
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
窓
口
サ
ー
ビ
ス
も
今
ま
で
と
同
様
変
わ
り
な
く
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
法
整
備
も
進
み
、
郵
便
局
で
も
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
Ｉ
Ｔ
の
進
展
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
自
宅
に
い
な
が
ら
申
請
や
証
明
な
ど

を
受
け
取
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
周
辺
部
は
さ
び
れ
る
の
で
は

①
合
併
前
に
、
様
々
な
地
域
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
市
町
村

間
で
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
を
話
し
合
い
、

中
心
部
だ
け
で
な
く
、
周
辺
部
の
こ
と
も
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
建
設
計
画
）
を
作
成
し
ま
す
。

②
合
併
後
は
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
審
議
会

で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
事
業
の
実
施
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
ら
な
い
か

①
議
員
一
人
あ
た
り
の
住
民
の
数
が
増
え
る
が
、
地
域
ご
と
の
公
聴
会
、
行
政

モ
ニ
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
新
た
な
手
法
で
住
民
と
接
し
て
い
く

こ
と
で
解
決
で
き
ま
す
。（
ち
な
み
に
、
玉
城
町
で
は
す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
「
み
ん
な
の
広
場
」
や
、「
役
場
窓
口
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
広

デ
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト 

デ
メ
リ
ッ
ト 

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト 

メ
リ
ッ
ト 

次
に
こ
れ
ま
で
に
も
紹
介
し
ま
し
た
市
町
村
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
ま
た
そ
の
解
決
策
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

なぜ、市町村合併なのか
特
集 なぜ、市町村合併なのか
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く
住
民
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
い
ま
す
。）

各
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
な
ど
が
失
わ
れ
な
い
か

①
合
併
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
な
ど

は
、
旧
市
町
村
の
名
称
を
市
町
村
内
の
町
・
字
名
と
し
て
残
し
た
り
、
合

併
を
機
に
資
料
館
と
し
て
整
備
し
て
継
承
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

む
し
ろ
、
文
化
は
そ
の
地
域
や
住
民
、
団
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
合
併
に
よ
り
地
域
の
競
争
力
で
さ
ら
に
活
力
が
生
ま
れ
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

財
政
状
況
の
良
い
市
町
村
に
は
不
利
に
な
ら
な
い
か

①
分
権
時
代
の
到
来
の
な
か
で
、
住
民
が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
、
財
政
状
況
の
良
い
ま
ち
が
単
に
職
員
を
増
員
す
れ
ば
乗
り
切
れ
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
な
課
題
と
し
て
生
活
圏
の
一
体
的
な
発

展
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
肝
心
で
、
広
い
視
野
で
地
域
の
将
来
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
財
政
的
な
問
題
や
損
得
だ
け
で
進
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
、
弱
者
切

り
捨
て
の
合
併
で
は
本
来
の
解
決
策
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

②
合
併
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら
の
地
方
財
政
措
置
も
あ
り
、
行
政
水
準
・
住
　

民
負
担
水
準
の
格
差
是
正
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

施
設
の
整
備
や
大
規
模
な
投
資
を
必
要
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
そ
の
速
度
が
今
ま
で
よ
り
速
く
な
り
ま
す
。

広
域
的
観
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
と
施
策
の
展
開

連
携
が
取
れ
て
い
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
、
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

①
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
、
土
地
利
用
、
地

域
の
個
性
を
活
か
し
た
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
効
果

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
手
狭
な
市
街
地
中
心
部
の
学
校
や
文
化
施
設
を
、
合
併
し
た
周
辺
部
の

ゆ
と
り
あ
る
地
域
に
移
転
し
、
周
辺
部
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
財
政
の
効
率
化

無
駄
な
も
の
を
省
き
、
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

①
自
治
体
の
管
理
部
門
を
効
率
化（
職
員
の
削
減
）し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事

業
実
施
を
直
接
担
当
す
る
部
門
な
ど
を
手
厚
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
役
や
議
員
を
は
じ
め
、
各
種
委
員
な
ど
も
同
様
で
、
そ
の
分
経
費
も
節

約
で
き
ま
す
。

②
公
共
施
設
が
効
率
的
に
配
置
さ
れ
、
重
複
投
資
が
な
く
な
り
ま
す
。

合
併
先
進
地
か
ら
の
助
言
を
紹
介

合
併
は
百
利
あ
っ
て
一
害
な
し
（
兵
庫
県
篠
山
市
）

平
成
11
年
４
月
、
兵
庫
県
多
紀
郡
内
の
４
つ
の
町
が
合
併
し
誕
生
し
た
篠
山
市
で
は
、
合
併
は
１
町
で
で
き
な
か
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
思
い

切
っ
た
広
域
的
な
都
市
基
盤
整
備
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
合
併
は
「
何
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト

ば
か
り
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
懸
念
さ
れ
る
点
に
す
ぎ
な
い
。」（
瀬
戸
市
長
）
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
が
本
格
化
し
て
い
く
な
か
で
、
“
改
革
と
新
た
な
挑
戦
”
に
勇
気
を
も
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
語
っ
て
い
ま
す
。
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玉
城
町
の
市
町
村
合
併
問
題
に

つ
い
て
、
公
聴
的
に
意
見
交
換
を

す
る
場
と
し
て
懇
話
会
が
発
足

し
、
市
町
村
合
併
問
題
等
研
究
会

推
薦
に
よ
る
55
歳
以
下
の
町
民
30

人
を
委
嘱
し
、
５
月
26
日
（
日
）、

役
場
住
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
初
会

合
を
行
い
ま
し
た
。

発
足
に
あ
た
り
、
中
瀬
町
長
は

「
文
化
も
整
い
、
成
熟
し
た
社
会

が
構
築
で
き
た
。
国
、
地
方
財
政

が
厳
し
い
中
で
こ
れ
に
耐
え
う
る

ま
ち
に
な
る
た
め
に
も
、
合
併
が

必
要
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
枠

組
み
の
議
論
も
あ
る
が
、
た
く
さ

ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
進
む
べ

き
道
を
導
き
出
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

委
員
の
紹
介
に
続
き
、
会
議
運

営
の
た
め
の
座
長
を
見
置
義
秋
さ

ん
に
決
め
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
委
員
か
ら
は
、

昨
年
６
月
15
日
、
町
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
職
員
８
人
（
会
長：

総
務
課
長
）
で
構
成
す
る
「
市
町

村
合
併
問
題
等
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
、
今
年
１
月
29
日
、
町
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
概
要
は
、「
玉
城
町
が
自
己

改
革
の
努
力
を
図
っ
た
と
し
て
も

地
方
分
権
時
代
に
即
応
し
た
自
主

的
、
主
体
的
か
つ
安
定
的
に
今
日

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
な
く
存
続
し
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
」
と
し
た
う

え
で
、「
分
権
時
代
の
到
来
に
あ
た

り
、
市
町
村
合
併
を
積
極
的
に
推

進
し
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
地
方
分
権
時
代
に
対

応
で
き
る
行
政
体
制
と
す
る
た
め

に
は
、
人
口
６
〜
７
万
人
程
度
の

頭
も
足
腰
も
強
い
市
の
実
現
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
」
と
結
論
づ
け

て
い
ま
す
。

「
合
併
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
が
あ
ま
り

大
き
く
し
な
い
方
が
良

い
」「
財
政
的
な
こ
と

や
い
ろ
ん
な
情
報
提
供

を
し
て
ほ
し
い
」「
グ

ル
ー
プ
別
に
別
れ
た
討

議
が
必
要
」「
今
回
の

合
併
は
住
民
の
意
識
改

革
に
あ
る
」「
弱
者
を

切
り
捨
て
る
よ
う
な
合

併
は
し
て
は
い
け
な

い
」
な
ど
様
々
な
意
見

が
出
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
３
回
程

度
開
催
し
、
さ
ら
に
見

識
を
深
め
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、

意
見
を
取
り
ま
と
め
た

う
え
で
、
合
併
問
題
の

貴
重
な
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
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市
町
村
合
併
問
題
等
研
究
会

の
動
き

市
町
村
合
併
問
題
懇
話
会
の

立
ち
上
げ

現
在
の
町
の
う
ご
き

次
に
こ
れ
ま
で
の
玉
城
町
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

なぜ、市町村合併なのか
特
集 なぜ、市町村合併なのか

5月26日開いた懇話会（第1回）風景



こ
れ
ま
で
の
動
き
を
ま
と
め
ま

す
と
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
講

演
会
や
広
報
た
ま
き
な
ど
で
、

「
今
な
ぜ
合
併
な
の
か
」、
ま
た

「
そ
の
必
要
性
」
を
説
明
し
て
き

ま
し
た
。

一
方
、
町
議
会
で
は
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
広
域
的
な
見
地
で

検
討
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
に
は
、
１
市
５
町

村
（
伊
勢
市
、
二
見
町
、
御
薗

村
、
小
俣
町
、
玉
城
町
、
度
会

町
）
の
合
併
を
視
野
に
入
れ
た
話

し
合
い
の
場
（
任
意
合
併
協
議
会
）

準
備
会
へ
の
呼
び
か
け
が
、
伊
勢

市
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
会
合
へ
の
参
加
に
つ
い
て

５
月
27
日
、
玉
城
町
議
会
全
員
協

議
会
で
協
議
し
た
結
果
、
当
面
準

備
会
に
は
参
加
せ
ず
欠
席
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。（
議
会
全
会
一

致
）な

お
、
今
後
、
合
併
の
必
要
性

な
ど
を
説
明
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
広
く
お
聞
き
す
る
機
会
を
設

け
な
が
ら
、
最
終
的
に
結
果
を
出

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市町村合併に関するお問い合わせは、

町総務課　1（５８）８２００へ

または玉城町のホームページ

（http://www.town.tamaki.mie.jp）の

「役場窓口」「総務課」では市町村合併問題に

ついて意見交換できるページも開設しています。

ご利用ください。

全
体
の
動
き

08

お 問 い 合 わ せ 先

玉城町長

梅雨時であります。今年は季節が少しずつ早いよ
うでありますが、台風の季節を迎え無難を祈るとこ
ろであります。

＜市町村合併問題＞

さて、市町村合併問題でありますが、合併特例法
の時限が平成17年３月末であります。もう２年10
カ月と迫ってまいりましただけに各地で論議が盛ん
であります。前月の玉城春秋で伊勢市はじめ６カ町
村で任意合併協議会準備会を立ち上げたいとの申し
出があったと報告いたしましたが、町議会とも十分
相談し、当面欠席するとの返事をいたしました。
５月30日に６市町村準備会が玉城町欠席で行わ
れたようであります。玉城町欠席の理由は、町とし
て規模などよく似た隣地との合併を第一義としたい
想いがあり、その努力を先ずしてまいりたいと思い
ます。将来性のあるインフラ整備のできた理想的な
田園都市はできないものでありましょうか。
21世紀こそ理想都市を目指すべきでありましょう。
コンクリートで固まった密集都市ではないと信じま
す。どこまで近隣町に理解が得られるか分かりませ
んが、最大の努力をいたしたいと存じます。
５月26日には町内の合併問題懇話会も30人で発
足していただきました。合併について活発な論議を
していただきました。しかし、各自の意見発表に終
わりましたので次回６月中の会議にはグループに３
分して論議を深めていただくことになりました。ご
期待申し上げたいと存じます。

＜６月定例町議会＞

６月は定例町議会の月であります。
14年度予算は骨格暫定予算でありましたので、こ
の定例会で補正をいたします。道路改良予算など建
設関係を中心に３億7000万円など増額いたします。
さらには外城田保育所の増築、田丸小学校内に建設
する児童館の入札もいたします。本格的に工事を進
めてまいります。また玉城病院新築の設計にも着手
してまいります。３選いただきました私の役目は玉
城町のさらなる整備と市町村合併であります。幸に
して経験もつみました全力傾注いたします。ご支援
賜りますようお願い申し上げます。

６月17日　公室にて

MAYOR'S COLUMN7
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数
値
達
成
型
の
行
政
、
住
民
が
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
、
満
足
度
を

高
め
る
に
は
ど
の
よ
う
に
仕
組
み

を
変
え
れ
ば
い
い
の
か
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
と
説
明
。

事
例
と
し
て
実
際
に
グ
ル
ー
プ

で
取
り
入
れ
て
い
る
「
５
パ
ワ

ー
・
３
ハ
ー
ト
」、
情
報
の
収
集
、

す
ぐ
に
動
け
る
行
動
力
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
、
開
発
力
、
魅
力
あ
る

制
度
の
開
発
の
５
つ
の
パ
ワ
ー

と
、
よ
く
聞
き
解
決
す
る
、
顧
客

を
大
切
に
す
る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
動
を
起
こ

す
３
つ
の
ハ
ー
ト
を
紹
介
し
、

自
治
体
職
員
は
、
生
活
者
起
点
に

た
っ
て
物
事
を
発
想
し
、
広
く
浅

く
行
政
を
推
進
す
る
職
員
で
な

く
、
こ
れ
を
根
底
に
求
め
ら
れ
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
話
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
の
研
修
で
は
、

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
中
瀬

町
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
伊
勢
市

を
中
心
と
す
る
６
市
町
村
（
伊
勢

Tamaki Topics
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工
部
企
業
立
地
推
進
グ
ル
ー
プ
の

藤
本
和
弘
さ
ん
の
講
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

講
話
で
藤
本
さ
ん
は
、
競
争
の

時
代
に
勝
ち
抜
く
に
は
、
退
庁

後
、
職
域
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
大
切
で
、
見
識
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
三
重
県

で
も
す
で
に
実
施
し
て
い
る
目
標

玉
城
町
職
員
研
修
会
が
５
月
18

日
土
曜
日
、
玉
城
中
学
校
講
堂
で

開
か
れ
、
新
し
い
公
務
員
像
を
考

え
、
今
、
自
治
体
職
員
に
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か
を
学
び
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
役
場
職
員
を
は

じ
め
、
保
育
士
、
看
護
師
な
ど
町

職
員
１
８
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
三
重
県
農
林
水
産
商

市
・
二
見
町
・
御
薗
村
・
度
会

町
・
小
俣
町
・
玉
城
町
）
で
任
意

の
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
話

が
あ
る
が
、
町
議
会
と
も
相
談
し
、

町
民
の
総
意
の
も
と
に
当
面
は
参

加
し
な
い
方
向
で
進
め
た
い
と
全

員
に
問
い
か
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
町
長
は
異
論
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
近
隣
で
５
万

人
を
超
え
、
将
来
的
に
は
10
万
人

を
目
指
せ
る
規
模
で
の
夢
の
あ
る

合
併
が
住
民
の
大
勢
で
あ
る
と

し
、
今
後
、
懇
話
会
や
各
種
団

体
、
住
民
に
問
い
か
け
た
い
と
説

明
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
辻
村
総
務
課
長
か

ら
こ
の
市
町
村
合
併
問
題
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
制
作
運
営
に
対
応
す

る
た
め
の
組
織
改
正
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
職
員
は
真
剣
に
今
後

の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
研
さ
ん
を

行
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
町
村
合
併
問
題
、
組

織
改
正
に
つ
い
て
は
今
後
も
順
次

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
行
き

ま
す
。

今
、
自
治
体
職
員
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

町
職
員
が
研
修

Tamaki Topics

町職員を前に講話する藤本さん
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“ご
み
な
し
”
運
動
展
開

た
く
さ
ん
の
人
が
空
き
缶
拾
い
奉
仕

T amaki R eportT own

玉
城
中
学
校
の
１
年
生
１
５

０
人
を
対
象
に
、
中
日
新
聞
社

主
催
の
中
日
移
動
新
聞
学
習
会

が
６
月
10
日
、
同
校
の
講
堂
で

開
か
れ
、
新
聞
の
制
作
過
程
を

学
び
ま
し
た
。

学
習
会
に
先
駆
け
、
名
古
屋

空
港
か
ら
飛
び
立
っ
た
同
新
聞

社
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
低
空
で
旋
回

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
下
す
る

と
、
生
徒
た
ち
は
手
を
振
り
答

え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
堂
に
移
り
、
取

材
風
景
か
ら
、
編
集
、
印
刷
、

配
達
な
ど
新
聞
が
で
き
る
過
程

を
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
、
同
新

聞
社
移
動
新
聞
学
習
室
事
務
局

の
岩
瀬
睦
雄
さ
ん
か
ら
「
新
聞

を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
新
聞
の
必
要
性
や

読
み
方
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
勢
支
局
の
泉
才
子

記
者
か
ら
は
取
材
体
験
談
を
、

原
田
紀
保
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
空
き
缶
や
粗
大
ご
み
を
拾
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
真
夏
の
よ
う
な
天
気

で
、
み
な
さ
ん
汗
を
拭
い
な
が
ら
、

用
水
路
や
土
手
の
下
に
落
ち
て
い

る
ゴ
ミ
を
拾
い
上
げ
袋
に
集
め
ま

し
た
。

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
ト

ラ
ッ
ク
４
台
分
に
な
り
、
相
変
わ

ら
ず
の
ご
み
の
量
に
全
員
驚
き
を

隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

玉
城
町
役
場
職
員
組
合
現
業
部

５
月
25
日
、
玉
城
町
役
場
職
員

組
合
現
業
部
の
30
人
ほ
ど
が
、
県

道
に
接
続
す
る
町
道
で
空
き
缶
拾

い
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

三
重
中
立
の
会
員
が

城
山
の
草
刈
り
奉
仕

三
重
中
立
友
好
組
織
懇
談
会
の

み
な
さ
ん
（
松
下
電
工
、
松
下
電

子
部
品
、
神
鋼
電
機
、
ノ
リ
タ
ケ

伊
勢
電
子
に
勤
め
る

社
員
で
構
成
）
に
５

月
26
日（
日
）、
城
山

の
草
刈
り
奉
仕
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
日
の
作
業

は
、
会
員
や
家
族
ら

約
60
人
が
雑
草
や
ご

み
拾
い
、
エ
ン
ジ
ン

も
高
ら
か
に
草
刈
り

な
ど
に
汗
を
流
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
議
・
職
員
ら

県
道
沿
線
の
ご
み
拾
い

毎
年
恒
例
の
環
境
美
化
活
動
と

し
て
５
月
30
日
、
清
掃
作
業
が
行

わ
れ
、
町
議
会
議
員
・
町
職
員

（
幹
部
職
員
）が
４
班
に
分
か
れ
、

サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
な
ど
の
県
道
沿
い

か
ら
は
中
学
生
が
現
在
集
め
て

い
る
「
福
祉
健
康
・
環
境
」
に

つ
い
て
切
り
取
っ
た
新
聞
記
事

の
レ
イ
ア
ウ
ト
方
法
な
ど
を
教

わ
り
ま
し
た
。

最
後
に
中
学
生
か
ら
、「
イ

ラ
ス
ト
は
あ
る
方
が
い
い
の
で

す
か
」「
写
真
と
記
事
の
割
合

は
ど
れ
く
ら
い
」「
記
事
は
た
く

さ
ん
集
め
た
ほ
う
が
い
い
の
で

す
か
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
制
作

に
か
か
る
自
分
た
ち
の
新
聞
に

つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
質
問
を
し

て
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
新
聞
は
11
月
の

文
化
祭
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

興
味
深
げ
に
新
聞
制
作
の
流
れ
学
ぶ

新
聞
づ
く
り
学
習
会

新聞づくりを真剣に学ぶ生徒たち

城山の草刈り奉仕をする三重中立のみなさん

県道沿線のごみを拾う町議会議員



５
月
21
日
、
玉
城
町
屋
内
体
育

館（
旧
田
丸
小
学
校
体
育
館
）で
教

育
委
員
会
主
催
の
第
２
回
弓
道
教

室
が
は
じ
ま
り
、
高
校
生
か
ら
社

会
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
16
人
が
参
加
し
て
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
式
で
は
、
講
師
の
宮

内
道
廣
さ
ん（
三
重
県
弓
道
協
会
）

が「
初
心
を
忘
れ
ず
、
弓
道
を
共

に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
開

講
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
見

並
教
育
長
に
よ
る
矢
渡
し
が
行
わ

城あとに夢を築くまち たまき 2002-7
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一
つ
に
し
て
子
育
て
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。議

事
で
は
、
平
成
13
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
役
員
の
選

任
、
平
成
14
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算（
案
）と
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案

を
審
議
し
、
啓
発
部
会
・
育
成
部

会
・
家
庭
部
会
か
ら
活
動
計
画
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
育

成
部
会
か
ら
は
、
８
月
に
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
な
ど
を
行
う
予
定
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
関
西
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
桑
原
征
平
さ
ん
を
講

師
に
『
ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
見
た
子

ど
も
た
ち
』
と
題
し
て
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
聴
講
者
は
桑
原

さ
ん
の
話
に
引
き
込
ま
れ
、
時
間

を
忘
れ
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
「
青
少
年
を
育
て

る
会
」
の
総
会
が
６
月
２
日
、
中

央
公
民
館
で
町
関
係
者
や
保
護
者

３
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
会
長
の
中
瀬
町

長
が
「
変
革
の
時
代
で
子
育
て
の

難
し
さ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
学
校
と
家
庭

と
提
携
を
し
て
、
み
ん
な
が
心
を

れ
、
道
場
の
安
全
祈
願
を
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
昨
年
の
第
１
回
卒
業

生
に
よ
る
演
舞
が
行
わ
れ
、
受
講

生
は
矢
を
射
る
動
作
や
矢
が
的
に

当
た
る
瞬
間
を
真
剣
な
眼
差
し
で

見
て
い
ま
し
た
。
特
に
宮
内
さ
ん

の
演
舞
は
張
り
つ
め
た
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
射
抜
く
瞬
間
、
会
場
に

大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
10
月
下
旬
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時
30
分

か
ら
同
体
育
館
で
24
回
に
わ
た
り

行
わ
れ
ま
す
。

心
ひ
と
つ
に
子
育
て
を
考
え
て

青
少
年
を
育
て
る
会
総
会
・
講
演
会
　
　
　

Tamaki Topics

矢
渡
し
を
行
い

第
２
回
弓
道
教
室
は
じ
ま
る

第1回卒業生による演舞

宮内講師の演舞



－観音信仰と霊場巡礼－g

若宮
中世になって祟り（たたり）の激しい霊魂

を神にまつってたたりを鎮めようとしたのが

若宮信仰である。

室町時代最後の田丸城主中務少輔直息は、

天正11年暮（1586）岩出城主から田丸城主に

返り咲いたが、天正18年須賀川城主となっ

て奥州へ下り、田丸城２万石は稲葉兵庫頭

重通が城主となり、岩出城は牧村兵部大輔

利貞が２万650石の城主となった。

利貞は文禄の役に朝鮮に出兵して戦地で病

死したが、遺児牛之助は幼少であった。利貞

の妻は重通の女で、弟稲葉道通が後見にあ

ったが道通は秀吉から岩出城主を命ぜられた。

利貞の遺児牛之助は成人して長兵衛尉と言

い、道通が城主を譲ることを期待したが、慶

長３年（1598）、秀吉没後家康に味方した道

通は南勢奉行として活躍し、慶長５年の関

ヶ原合戦前哨戦ともいわれる山田中島合戦で

九鬼嘉隆勢を敗って田丸城主に取り立てられ

た。長兵衛尉は岩出城主の遺児として取り

立てを嘆願しようと駿府に出た。ところが、

城普請人足となって機会を待つ長兵衛尉は何

者とも知れず刺殺された。時に慶長12年７

月、殺害は道通の放った刺客であるとの噂が

たった。道通は同年12月12日秀忠に従って

上洛中、伏見城内で急死した。道通時に38

歳であった。

稲葉家は長兵衛尉の怨霊おそれ鎮魂のため

城内に若宮をまつった。若宮はその後、田丸

神社の西の山に移され、下田辺村など近郷

の信仰をあつめ、今も山中の旧跡には手洗石

が残っている。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書
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玉中生徒から寄贈された長イス

●的山公園に距離標識

平成７年に開園した的山公園（山神）にこのほど、小辻平蔵さん

（山神）から、歩道に距離標をご寄付いただきました。

距離標は、今まで木の標識でありましたが老

朽化が進み、今回、石の標識に変えていただき

ました、900ｍ、400ｍ、300ｍ、200ｍ、100

ｍの地点に設置してあります。

新緑の歩道を公園まで歩いてみませんか、公

園からの景色はすばらしいですよ。

●５月21日、元田丸小学校　校長　河村安生様（度会町鮠川）から

学校図書充実費として50万円をお寄せいただきました。

●６月２日、町保健福祉会館で行われました「チャリティ カラオ

ケ大会」（代表カラオケ リズム 林小夜子さん）で募った22,336円

を町福祉事業にとお寄せいただきました。

第11回玉城中学校吹奏学部
サマーコンサート開催

日時●７月28日（日）開場午後１時　

開演午後１時30分

場所●中央公民館
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平成13年度の生産調整へのご協力ありがとうございました。

このほど、平成13年度玉城町「とも補償」収支決算が次のように承認されましたのでお知らせします。

「とも補償」とは、水稲と転作

（生産調整）の所得格差を是正す

るため、加入者の拠出金と政府

助成金により資金をつくり、転

作の実態に応じて補償金が交付

される制度です。

この制度に加入し、生産調整

を100%達成すると「とも補償

金」が助成されます。ただし、

加入するためには定められた拠

出が必要です。

詳しくは、JA伊勢経済部ま

たは町農林課へお問い合わせく

ださい。
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「玉城おはなしキャラバン」7月の予定

【７月 ３日】田丸地区　西世古公民館
【７月10日】外城田地区　玉城苑公民館
時間はいずれも午後４時30分から５時
詳しくは、ボランティア代表の飯田啓子さん
1（58）4600へお尋ねください。

EVENT
GUIDE

農業者の皆さんへ 平成13年度玉城町「とも補償」決算のお知らせ
ＪＡ伊勢経済部 1（62）2281 町農林課 1（58）8204

～お客様の身体と心にやさしい飲食店を目指しませんか！～

「いせしま健康もてなしの店推進委員会」では、あな

たの店のメニューの一部に栄養成分表示や、食を通し

た健康情報などを提供する「いせしま健康もてなし店」

を募集しています。

「いせしま健康もてなしの店」とは・・・

外食や中食（調理済み惣菜や弁当などの市販調理品）

など、調理の外部依存が進み、日常化しています。そ

の中で、自分の食生活に関心を持つ方や健康上、食事

制限が必要な方が増えています。

いせしま健康もてなしの店では、お客様の健康づく

りに必要なメニュー等を提供するとともに、郷土を守

り、地産地消にも取り組んでいます。さらに、もてな

しの心で分煙やバリアフリーにも理解を深め、誰もが

過ごしやすい店づくりに努めています。

詳しくは「いせしま健康もてなしの店推進委員会」

南勢志摩県民局保健福祉部 経営企画チーム 企画調整

グループへお問い合わせください。

健康もてなしの店募集中
いせしま健康もてなしの店推進委員会 1（27）5136

町立保育所からの
園庭開放のお知らせ

日程●７月17日　第3水曜日　午前中　

場所●各町立保育所

詳しくは、それぞれの保育所へお問い合わ

せください。

最近、小学校や神社の境内に、子猫を捨てられる方

がいます。

幼くして捨てられた猫は、ほとんどが衰弱したり、

事故で亡くなってしまいます。

命を守るのは、飼い主のあなた自身です。不妊手術

を施し安心して飼うこともできます。最後まで面倒を

みてください。

小さな命　大切にして
町住民課　1（58）8202

【相談日】

７月３日（水） 社会福祉協議会（保健福祉会館）

11日（木） 介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

18日（木） 介護老人保健施設（弘樹苑）

いずれも午後２時～４時

【介護相談員】

下村　久　　大喜多　逸子　　谷口　惠津子

詳しくは町福祉課までお問合わせください。

「介護相談員」サービス利用者相談日
町福祉課　1（58）8203

収　　入 支　　出

資金からとも補償金の受入　　　　 加入者へとも補償金の交付

a一般作物 ：37,306,880円 a麦・大豆・飼料作物 ：41,842,001円

bその他の作物作付け ： 3,342,590円 bその他の作物作付け ： 4,259,519円

c調整水田等 ： 1,087,295円 c調整水田 ： 1,008,342円

d地区達成加算分 ： 5,601,663円 dその他の不作付け ： 228,566円

合　計 47,338,428円 合　計 47,338,428円

概　要
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身体に障害を持ちながら、障害手帳の交付を受けて

いない方、また、すでに交付されているが障害の程度

に変化がみられるなど、総合的な巡回相談を開催しま

す。

▼日　時 ７月４日（木）

受付時間は午後１時～２時

医師による診査は、午後２時～４時

▼場　所 町保健福祉会館　

▼対象者 肢体不自由者，聴覚障害者

▼相談内容

・身体障害者手帳交付要否判定

・障害者等級変更の診査および補装具の交付要否判定

・更生医療給付費の該否判定、心理学的および職能

的判定

・身体障害者の一般更生相談

▼申し込み

・準備の都合上、診査を希望される方は事前に町福祉

身体障害者巡回相談を実施

７月のビデオリポートの予定

６月25日～７月９日 市町村合併懇話会など

７月10日～25日 介護講習会など

７月の特別番組の予定

～６月30日 高齢者の交通安全

７月１日～７月15日 ハンセン病を知っていますか

７月15日～７月31日 コミュニティ・ビジネス

議会放送

６月19日から定例会が開催されますが、放送は７

月上旬を予定しています。詳細は文字放送で行います。

※番組内容は予告無く変更する場合があります。

ケーブルテレビ
「たまきチャンネル」７月の放送予定

町総務課公室 1（58）8200

〜

〜

保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り

保健福祉会館保健師 1（58）8000

●基本健康診査の期間が変わります
今年度から基本健康診査と国民健康保険の人間ドックを

同じ時期に実施します。

国民健康保険の人間ドックを受けられる方は、基本健康

診査を受けることができませんので、ご注意ください。

▼期　間 平成14年９月２日（月）～平成15年１月31日（金）

▼対　象 40歳以上の方

▼場　所 町内医療機関

▼料　金 無料

詳しくは今後の広報に掲載します。

町福祉課 1（58）8203

文字放送

ビデオリポート
文字放送
特別番組
文字放送

議会放送

文字放送

ビデオリポート
文字放送
特別番組
文字放送

議会放送

文字放送

特別番組
文字放送
ビデオリポート
文字放送

議会放送

文字放送

ビデオリポート
文字放送
特別番組

文字放送

文字放送

ビデオリポート

文字放送

特別番組

文字放送

ビデオリポート

文字放送

特別番組

文字放送

ビデオリポート

文字放送

特別番組

文字放送

ビデオリポート

文字放送

通常の番組予定表　 議会放送時の番組予定表
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中部電力（株）伊勢営業所お客さまセンターでは、夏

休み親子電気教室を開催します。

▼日　時 第１回　７月24日（水）

第２回　８月７日（水）

第３回　８月21日（水）

時間は、各回とも午後１時30分～３時30分

▼場　所 中部電力（株）伊勢営業所（伊勢市岩渕）

▼内　容 発電のしくみ、電気が家にとどくまで、発

電体験など

▼対　象 小学４～６年生の児童と親

▼定　員 各回親子10組20人

▼受講料 無料

申し込みなど、詳しくは中部電力（株）伊勢営業所お

客さまセンターへお問い合わせください。

夏休み親子電気教室開催
中部電力伊勢営業所 1（23）8582

人権問題に対する正しい理解と認識を深め、21世

紀を人権の世紀にするために、意識のバリアフリーを

めざして、人権ファミリーミュージカル「とべないホ

タル」を開催します。お誘い合わせお出かけください。

▼日　時 ７月６日（土）午後１時30分～３時10分

▼会　場 ハートプラザみその 多目的ホール

（御薗村長屋）

▼内　容 「とべないホタル」と仲間たちの心温まる、

波乱に満ちた物語は、ホタルたち…人ひとりが語る体

験や悩みを通じてやがて大きな友情の輪になって生き

る力を生み出していきます。（公演者：劇団ポプラ）

人権ファミリーミュージカル
「とべないホタル」開催

御薗村役場福祉課 1（22）0235

７月の「河川愛護月間」、「森と湖に親しむ旬間」に

あたり、広く一般の方々に、森林やダム、河川等の重

要性について関心を高め、理解を深めていただくこと

を目的とした、ミュージカルの公演を予定しています。

▼日　時 ７月26日（金）

午後６時開場 午後６時30分開演

▼場　所 三重県総合文化センター 中ホール

（津市一身田上津部田）

詳しくは、国土交通省三重工事事務所へお問い合わ

せください。

「森と川と水源地のものがたり」
ミュージカルの公演開催

国土交通省三重工事事務所 1059（229）2211

夏休みに親子で思い出づくりしませんか

▼日　時 8月３日（土）午前９時30分～正午

▼場　所 町保健福祉会館

▼料　金 300円

▼内　容 夏バテ解消さわやかメニュー

＊ご希望の方は町保健福祉会館へお申し込みください。

親子料理教室
町保健福祉会館 1（58）8000

伊勢広域環境組合リサイクルプラザでは、小学生を

対象に夏休み親子リサイクル教室を開催します。お気

軽にご参加ください。

▼申込方法 各教室とも電話にて受付（親子で申込み

が必要）。申込みの締め切りは、各教室とも開催日の

１週間前。定員になり次第締め切り。

▼申込先 同組合リサイクルプラザ運営委員会事務局

▼開講時間 午前の部 10時～正午

午後の部 １時～３時

（８月17日は、午前10時～午後３時）

▼定　員 午前・午後とも10組

（８月17日は、定員10人程度）

▼受講料 無料

技術員募集

あなたもリサイクルプラザの運営に参加してみませ

んか！

家具、自転車、電気製品等の再生を行う技術員ボラ

ンティアを募集しています。

詳しくは、伊勢広域環境組合へお問い合わせください。

夏休み親子リサイクル教室参加者募集
伊勢広域環境組合 1（38）2800

開催日　 教室　　　　　　　 用意するもの

７月21日（日）自由研究のアドバイス 筆記用具

７月27日（土）荷造り紐で夏休み工作

７月28日（日）分解と製作（電気教室） ペンチ、あれば
半田ゴテ

８月３日（土）EMボカシ・EM石けん作り

８月４日（日）リサイクル工作教室

８月10日（土）紙すき・石けん作り 食用油の廃油を
牛乳パックに1/3

８月11日（日）悪臭の出ない簡単な生ゴミ処理の方法

８月17日（土）ダンボールを使った一閑張り整理箱 箱、ダンボール箱、
軍手

８月18日（日）サンドブラスト コップ、空きビン

夏休み親子リサイクル教室日程等
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防衛庁では、次のように自衛官を募集します。

防衛庁から自衛官（特別職国家公務員）募集
自衛隊伊勢募集事務所 1（23）3880

詳しくは、自衛隊伊勢募集事務所（伊勢市神久２丁目１―58）へお問い合わせください。

２等陸・

海・空士曹候補士
一般曹

候補学生
看護学生航空学生

防衛医科

大学校学生

防衛大学校

学　　　生

募
集
種
目

高卒（見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
24歳未満の者

18歳以上
24歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者推薦については学

校長の推薦等、別
途資格が必要です

９/５
～9

９/12
～
10/11

９/12
～
10/11

８/５
～
９/６

９/12
～
10/11

８/５
～
９/６

８/５
～
９月
中旬

８/５
～
９/６

９/
22・23

11/7

自衛隊幹部（パ
イロットを含
む）を養成する
コース。

受験料・学費不
要、修学期間中
も学生手当が支
給されます。

海・空自衛隊
の パ イ ロ ッ
ト・戦術航空
士（海上自衛
隊）になるべ
き幹部自衛隊
を養成するコ
ース。

（１次）
11/
9・10

（２次）
12/
10～13

（１次）
11/２・３

（２次）
12/４～６日

（１次）
９/21

（２次）
10/12～17

（３次）（空）
11/10～12/６

（１次）
10/４

（２次）（空）
10/31

（最終）
15年１/24

（１次）
11/５

（最終）
18年１/15

（１次）
９/26

（最終）
11/6

（１次）
９/26

（最終）
11/12

受験か
らおお
むね
1カ月
以降

11/12

（１次）
10/22

（２次）
11/22～23

（１次） ９/16

（２次） 10/２～8

９月
中旬

９/
24・25

（１次）
12/３

（最終）
15年
２/13

（１次）
11/26

（最終）
15年
２/13

推薦 一般

応
募
資
格

受
付
期
間

試
験
期
日

合
格
発
表

備
　
　
　
　
　
考

男子 女子

【平成15年3・4月採用】

自衛隊の医師で
ある幹部を養成
するコース。

受験料・学費不
要、修学期間中
も学生手当が支
給されます。

陸上自衛隊に
おいて看護業
務の中心とな
る 看 護 陸 曹
（看護師）を養
成するコース。

自衛隊の曹の
基幹要員とな
る自衛官を養
成するための
コース。

自衛隊の部隊
で経験を積み、
曹の自衛官を
養成するため
のコース。

陸上自衛官は
２年（一部の
技 術 系 は ３
年）、海・空の
自衛隊は３年
を一任期とし
て勤務する自
衛官のコース。



給水装置工事主任技術者試験
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住宅金融公庫名古屋支店では、長引く景気低迷によ

って収入が減少したり、転職、退職や病気、けがなど

で収入が減少して公庫への返済でお困りの方を対象に、

毎週日曜日、同名古屋支店１階相談コーナー（駐車ス

ペースあり）で、返済相談を実施しています。

▼場　所 名古屋市千種区新栄３丁目20-16

（地下鉄東山線千種駅下車、南へ徒歩５分）

▼相談時間 午前10時～午後５時

相談は、公庫職員による直接面談と電話相談があり

ます。

詳しくは、住宅金融公庫名古屋支店へお問い合わせ

ください。

住宅金融公庫返済にお困りの方へ
住宅金融公庫名古屋支店 1052（263）2900

（財）給水工事技術振興財団では、次のように給水装

置工事主任技術者試験を実施します。

▼試験期日 10月 27日（日）

▼試験地区（試験地） 中部地区（日進市）

▼受験資格 給水装置工事に関して３年以上の実務　

の経験を有する方

▼受験手数料 16,800円

▼願書請求方法 直接財団へ行かれる場合　１部200

円、郵送の場合　１部500円（送料共）を現金書留に

て送金

▼願書等取り扱い先 〒103-0015 東京都中央区日

本橋箱崎町４番７号　日本橋安藤ビル （財）給水工

事技術振興財団　国家試験部国家試験課

103（5695）2511 FAX 03（5695）2501

▼願書頒布期間 6月３日（月）～７月11日（木）

▼提出先 〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町

４番７号　日本橋安藤ビル （財）給水工事技術振興

財団宛

（財）給水工事技術振興財団 国家試験部国家試験課
103（5695）2511

▼受付期間 6月３日（月）～７月18日（木）

郵送の場合は、配達記録郵便をもって送付（18日まで

の消印有効）

詳しくは、（財）給水工事技術振興財団お問い合わせ

ください。

税 務 だ よ り税 務 だ よ り税 務 だ よ り
伊勢税務署 1（28）3191

●所得税の予定納税第１期分の納税をお忘れなく
納税の期間は、７月１日（月）～31日（水）まで。

６月中旬に税務署から「予定納税額の通知書」が届い

た方は、これに記載された第１期分の金額が納税する額

となります。

なお、平成14年６月30日現在の状況で、平成14年分

の年間所得や所得控除などを見積もって計算した税額（＝

申告納税見積額）が、税務署から通知された予定納税基

準額よりも少なくなると見込まれる場合は、予定納税額

の減額を申請することができます。

この申請をする場合は、平成14年７月15日（月）まで

に「予定納税額の減額申請書」を税務署に提出してくだ

さい。

●保険と税
〈保険料を支払ったとき〉

生命保険や個人年金保険の保険料を支払うと、「生命保

険料控除」として、また、火災保険等の損害保険の保険

料を支払うと「損害保険料控除」として、所得税や住民税

を計算するときに、一定額が所得金額から控除されます。

また、平成13年７月以降、生命保険会社と損害保険会

社が相互に参入できることとなるいわゆる第三者分野の保

険契約（医療保険や介護保険等）については、その契約

内容に応じて生命保険料控除または損害保険料控除の対

象とされます。

〈保険金を受け取ったとき〉

生命保険金を受け取る場合、その保険金が死亡に基づ

くものか、満期によるものか、また、保険料の負担者は

誰なのかなどによって課税方法が異なります。

損害保険金を受け取る場合も、保険料の負担者や支払

原因によって課税方法が異なってきますが、保険を掛け

ていた人が建物の焼失や人身の傷害・疾病を原因として受

け取る保険金には、原則として課税されません。

〈配当金等を受け取ったとき〉

契約期間中に受け取る配当金は、支払保険料から控除

し課税されませんが、保険金と一緒に受け取る配当金は

一時所得として課税対象になります。また、相続税、贈

与税が課税されるような場合には、配当金は保険金の額

に含めて課税対象になります。

詳しくは、伊勢税務署へお問い合わせください。
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玉 城 村  
沖 縄  

発  

南部観光の拠点完成
玉城村の糸数区に、国と沖縄県の補助によって
南部観光総合案内センターが完成し、その落成記
念式が５月25日、関係者が出席するなか開かれま
した。
式の前には、特別アトラクションとして糸数区青
年会の旗頭による鼓舞や知念勝徳さんの舞方などが
披露され、場の雰囲気を盛り上げていました。
式は、村長や村議会議長、国や県を代表する方々
によるテープカットで幕開けし、村長による式辞や
来賓の方々より祝辞など厳かにすすみました。式辞
の中で村長は「これまで、観光客や地域住民に不
便や迷惑をかけていましたが、案内センターの完成
により安心して観光客をお迎えすることができま
す。」と喜んでいました。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

完成を祝う乾杯のようす
18

ご利用ください 平成14年度小規模
企業者等設備貸与・設備資金貸付制度

（財）三重県産業支援センターでは、県内の小規模企

業者の創業及び経営基盤強化に必要な機械設備（土

地・建物を除く）導入のために、q設備貸与（割賦、

リース）、w設備資金貸付の事業を行っています。

本年度の特徴としまして、設備貸与において、「割

賦制度」を利用した企業（滞納がないこと）に対し

て、三重県から利子補給（0.7％）が受けられます。

q設備貸与制度とは、小規模企業者に替わり当セ

ンターがメーカーやディーラーから機械設備を買い付

け、その設備を貸与（有利子）します。貸与の形式

は、割賦販売方式とリース方式があります。

w設備資金貸付とは、当センターが設備額の１／２

以内を無利子で貸付けます。残額については自己資金

や銀行借り入れで対応していただきます。

申込受付は、随時行っていますが、資金枠に達した

時、または平成15年１月20日（月）で締め切ります。

小規模企業者とは、従業員規模が原則20人以下（商

業、サービス業は５人以下）を言います。

詳しくは（財）三重県産業支援センター 経営支援

チームへお問い合わせください。

（財）三重県産業支援センター 経営支援チーム
1059（228）3172

ひとり暮しのお年よりの方々に心のこもった絵手紙
を書いてみませんか
▼日　時 ７月27日（土）午後１時～３時
▼場　所 町保健福祉会館　多機能室
▼講　師 三重大学教育学部講師　清崎　博先生
▼対　象 興味のある方（小・中学生歓迎）
▼定　員 30名（定員を越える場合は抽選）
▼主　催 ボランティア「玉城たんぽぽ」
▼申し込み先 町社会福祉協議会

絵手紙教室開催
町社会福祉協議会 1（58）6915
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■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務課 158 - 8200
●税務課 158 - 8201
●住民課 158 - 8202
●福祉課 158 - 8203
●農林課 158 - 8204
●建設課 158 - 8205
●都市計画課 158 - 8206
●水道課 158 - 8207
●下水道課 158 - 8207
●財政課 158 - 8208
●商工振興課 158 - 8209
●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育総務課（村山龍平記念館） 158 - 8212
●社会教育課（ 〃　　　） 158 - 8378
■玉城病院 158 - 3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
介護老人保健施設 158 - 3770
訪問看護ステーション 158 - 8117
在宅介護支援センター 158 - 8822
居宅介護支援事業所 158 - 8822

■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■青少年相談センター 158 - 4108
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

■伊勢広域環境組合斎場 158 - 5120

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

勝田農事実行組合のふれあい農園で、
保育所園児164人がジャガイモ掘り体験を
しました。
畑には子どもたちの歓声がわき上がっ
ていました。

◆人の動き（平成14年６月１日現在）
●人口　14,694人（＋37人）
●男　7,166人（＋26人）
●女　7,528人（＋11人）
●世帯数　4,348世帯（＋10世帯）
（ ）は５月１日以降の増減

いきいきほのぼのネットワーク

TAMAKI

今 月 の 表 紙

7月31日（水）
時間　午前10時30分～正午
場所　町保健福祉会館
対象　平成13年７月15日～12月15日生まれのお子さんをお持

ちのお母さん
内容　離乳食中期・後期・完了期の離乳食の調理や工夫点など
料金　300円
ご希望の方は町保健福祉会館へお申し込みください
＊対象者には個人通知します。ご希望の方は町保健福祉会館
にお申し込みください

離乳食教室

7月10日（水）
受付時間　午後１時～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成12年10月１日～11月30日生まれのお子さんと

前回受診されなかったお子さん
＊該当児には、個人通知します

7月1日（月）・15日（月）・22日（月）
8月5日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

7月14日（日）・21日（日）
集合時間　午前10時～10時30分
時間　午前10時30分～11時30分
場所　田丸小学校小プール
対象　２歳～就学前のお子さん
持ち物　水着・着替え
＊ご希望の方は、町保健福祉会館へお申し込みください。

7月15日（月）・8月1日（木）
（8月15日はお休み）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

7月25日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください

7月18日（木）
受付時間　午後１時～１時30分
場所　町保健福祉会館
内容　歯科衛生士による講話・ブラッシング指導、歯科

健診およびフッ素塗布（希望者）
対象　平成12年１月～４月生まれのお子さん
＊該当児には、個人通知します。ご希望の方は保健福祉会館　
へお申し込みください

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●固定資産税（第2期）……… 7月31日（水）
お問い合わせは、町税務課へ

●国民健康保険料（第4期）… 7月31日（水）
お問い合わせは、町福祉課へ

1歳6カ月児
健康診査

いきいき
クラブ

幼児
水泳教室

行政・心配
ごと相談

乳幼児相談

歯っぴい
教室

町税など
納期の
お知らせ
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